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日本からは３名の選手が出場し、男子立位の佐藤圭一選手が７位入賞しました。

▼佐藤 圭一選手
８日のミドル後に体調を崩して寝込んでしまい、優れないま
まレースに臨んだこともありスタートから身体が重かった。
今日は風向きも変わり難しい状況で一回目の射撃、初弾で
外した後、冷静になって姿勢を取り直し自分の射撃を信じ
て１ペナルティに抑えられた事は良かった。バイアスロン最
後の種目は、残念ながらメダルには届きませんでしたが、
順位よりも怪我をして自分のパフォーマンスが出せなくて
苦しんでいた自分に、ようやく誇れるレースをする事が出
来たことが嬉しい。そして自分を信じてくれて応援、サポー
トして頂いた全ての皆さんに"ありがとう"。応援ありがとう
ございました。引き続き日本チームへの熱い応援宜しくお
願い致し
ます！

▼出来島 桃子選手
今大会で最後のバイアスロンのレースでした。射撃につい
ては、４発外しましたが、１２月と１月の大会に比べると命中
率も上がり、今できることは出せたのではないかと思いま
す。たくさんの応援ありがとうございました。

【日本選手の成績】

【男子】
▼立位の部
7位 佐藤 圭一（LW8／愛知県、セールスフォース・ジャパン） ４５分１５秒７ Ｐ＝１

[優勝：バンジャマン・ダビエ（フランス） ３７分５８秒９ Ｐ＝０]

【女子】
▼立位の部
12位 出来島 桃子（LW6／新潟県、新発田市役所） ５６分２９秒２ Ｐ＝４

13位 阿部 友里香（LW6／岩手県、日立ソリューションズ） １時間０３分３４秒３ Ｐ＝８

[優勝：リュドミラ・リアシェンコ（ウクライナ） ４７分２２秒０ Ｐ＝２]
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